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新型コロナワクチン接種についての

重要なお知らせ

新型コロナワクチンについての問い合わせや情報はこちら

　ワクチン接種は強制ではありません。ワクチンの効果と副反応のリスク双方について理解し、ご本人

が納得した上で接種を判断してください。

◦音更町コロナ専用ダイヤル　☎０５７０－０８０－３９６（３月３１日㈰まで）

※�平日の午前８時４５分～午後５時３０分。ナビダイヤルで通常の通話料金が発生します。

◦北海道新型コロナワクチン接種相談センター　☎０１２０－３０６－１５４

※午前９時～午後５時３０分。土・日曜日、祝日も受け付け可能です。

ワクチンに関する情報サイト

▲厚生労働省 ▲北海道 ▲音更町

新型コロナワクチン接種の検討について

▲有効性・安全性・
　副反応について

▲接種予約受付
　サイト

◆令和６年度以降の新型コロナワクチン接種について

　令和６年度からは個人の重症化予防を目的とし、インフルエンザ予防接種と同じ「Ｂ類疾病の定期接

種」として実施します。

◦接種を希望する人は、期間内に余裕を持って受けてください。

◦接種券については町ホームページでご確認ください。

�◦秋開始接種（令和５年９月２０日以降の追加接種）は、１人１回まで受けることができます。

問合先　保健センター内健康推進課【３月３１日㈰まで】☎０５７０－０８０－３９６（音更町コロナ専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　　　　　　　【４月１日㈪から】☎４２－２７１２

　令和３年５月から開始した無料で受けられる新型コロナワクチン接種は、

をもって終了します。３３月月３０３０日㈯日㈯

接種対象者

◦６５歳以上の高齢者

◦�６０～６４歳の基礎疾患を有し重症化リスクが高い人（インフルエンザワクチン

と同様の対象者）

接種費用 原則、対象者は一部自己負担が発生します。

接種時期 秋冬に１回接種

使用ワクチン
流行しているウイルスやワクチンの有効性に関する科学的知見を踏まえ、ワク

チンのウイルス株が毎年選択されます。

※対象者以外の人は、任意接種として全額自己負担で接種できます。
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　この制度は、医療保険と介護保険の両方を利用している世帯の自己負担を軽減するものです。同じ世

帯の加入者が「病院にかかったとき」と「介護サービスを利用したとき」の１年分の自己負担額の合計

が下表の基準額を超えた場合、超えた額が「高額介護合算療養費」として支給されます。

　なお、支給の対象となる人には、３月以降にお知らせする予定ですので、役場町民課または木野支所

に申請してください。

◆支給の対象となる期間

　令和４年度分（令和４年８月１日～令和５年７月３１日）の期間

※�他市町村から転入した人、期間中に保険制度の異動があった人にはお知らせできない場合がありますので、

お問い合わせください。

問�合先　国民健康保険および後期高齢者医療保険…役場町民課国保医療係（内線５４６）、介護保険…保健セン

ター内高齢者福祉課介護保険係☎３２－４５６７、℻３２－４５７６

高額介護合算療養費のお知らせ高額介護合算療養費のお知らせ

高額介護

合算療養費

同じ世帯の医療保険・介護保険加入者の合計額

医療費
の自己負担額

介護サービス費
の自己負担額

下表の

基準額

７０歳以上の人の基準額（１世帯当たり）

① 後期高齢者医療

保険証・高齢受

給者証の負担割

合が「３割」に

なっている場合

課税所得６９０万円以上 ２１２万円

② 課税所得３８０万円以上 １４１万円

③ 課税所得１４５万円以上 ６７万円

④ 上記以外の住民税課税世帯の場合 ５６万円

⑤ 世帯全員が住民税非課税の場合 ３１万円

⑥
⑤のうち、世帯全員の所得が０円で公的年

金受領額が８０万円以下の場合
１９万円

＝ ＋ ー

※�旧ただし書所得とは、総所得金額などから基礎控除額（４３万円）を差し

引いた額です。

※�後期高齢者医療保険（または国民健康保険）と介護保険の自己負担額の

どちらかが０円の場合は対象となりません。

※基準を超えた額が５００円以下の場合は支給されません。

※�対象となる世帯に７０歳～７４歳の人と７０歳未満の人がいる場合は、別途

の計算となります。詳しくはお問い合わせください。

７０歳未満の人の基準額（１世帯当たり）

① 旧ただし書所得が９０１万円超の場合 ２１２万円

②
旧ただし書所得が６００万円超９０１万円以下

の場合
１４１万円

③
旧ただし書所得が２１０万円超６００万円以下

の場合
６７万円

④ 旧ただし書所得が２１０万円以下の場合 ６０万円

⑤ 世帯全員が住民税非課税の場合 ３４万円
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パブリックコメントの結果を公表しますパブリックコメントの結果を公表します　　

　町は、各種計画の策定などに当たり、町民の皆さんのご意見やご提案を反映するために、パブリック

コメント手続きによる意見募集を行いました。いただいたご意見の概要とこれに対する町の考え方を公

表します。貴重なご意見をいただきありがとうございました。

　なお、提出されたご意見や公表内容は、各担当課と木野支所のほか、町ホームページで閲覧できます。

意見の概要 町の考え

　気軽に体を動かす機会の提供について、自動車の運

転ができない高齢者もいることから、運動施設への交

通手段も合わせて提供してはどうでしょうか。

　町では、高齢者が身近な場所で運動ができるよう町

内７カ所の地域会館やコミセンで介護予防教室を実施

するほか、送迎付きの介護予防事業も行っています。

　また、運動施設に限らず、日常生活の中で体を動か

す機会の提供に取り組んでいきます。

　化学物質過敏症について、町では啓発ポスターを制

作していますが、実効性が感じられません。香害によ

る健康被害の深刻さを広く周知し、誰もが健康で安心

した生活ができるまちづくりをしていただきたい。

　化学物質過敏症は、生活環境の中の微量な化学物質

に接することでさまざまな健康被害が引き起こされる

病態で、誰もが発症する可能性があります。

　計画の基本方針「社会環境の質の向上」という視点か

ら、取組方針に「化学物質過敏症について周知・啓発を

図ります。」の文言を追加します。

①健康おとふけ２１（第３期）の策定　意見２件

意見の概要 町の考え

　老人クラブの会員数、クラブの減少について老人と

いう言葉も一つの要因です。老人福祉法で規定されて

いる以外は別の言葉で表現してみては。アクティブな

高齢者はいます。

　「老人」という表現については今後も継続して検討し

てまいりますが、「老人クラブ」という文言は老人福祉

法や北海道、音更町の要綱などで使われています。「老

人大運動会」という名称は５０年続く名称であり、平成

３０年度に行ったアンケートでは７７％の高齢者が「名称

変更は不要である」との意向が示されています。この

ような理由から、計画書の文言修正は見合わせます。

　人生会議の日が１１月３０日に制定されました（リビン

グウイル）、意思決定ノートの活用やエンディングノー

トとの関連、１１月の介護の日やケアラー支援月間とも

合わせてカフェ、福祉まつりなどでの積極的な啓発が

必要です。

　いただいたご意見を踏まえ、「基本方針２基本施策２

事業の展開ウ」の「住民への普及啓発」の素案での事

業内容に、「在宅医療・介護、看取り、人生の最終段階

における意思決定に対する住民の理解が促進されるよ

う、各種催しを利用した啓発や住民向け講演会、ＡＣ

Ｐ（人生会議）に関する出前講座を開催します。」と文

言を追加し、修正します。

②第９期おとふけ生きいきプラン２１の策定　意見５件
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意見の概要 町の考え

　地域共生生活に向けた交流の場や拠点づくりが必要

です。行政任せのところがありましたが、これからは

地域住民が町内会やサロン、老人クラブ、コミサポ、

認知症カフェなどに積極的に参加し交流の場の確保が

急務です。

　今後も地域の支え合う仕組みづくりの整備に努めて

いきます。

　認知症基本法が本年度から施行され共生社会の実現

が求められています。認知症に関する正しい知識と正

しい理解を深め偏見をなくし、自分事としてとらえる

ことが第一です。そのための認知症サポーター講座の

受講者は現在１９％しか受講されていません。多くの町

民が受講できるように例えば町内会単位で受講できる

ようにしてほしい。９月の認知症月間を利用して希望

を伝えるカードや認知症本人の出番も必要です。

　認知症の人が尊厳と希望を持って自分らしく暮らす

姿は、認知症に対する見方を変えるきっかけとなりま

す。「認知症になったら何もできなくなる」といった否

定的で画一的な見方を払拭する観点から、地域で暮ら

す認知症の人とともに発信し、正しい理解の普及啓発

に努めていきます。�

　ご意見の例を参考にさせていただきながら、認知症

月間での集中的な普及啓発のほか、認知症における講

座や講演会、研修会などの各種施策に取り組んでいき

ます。

　認知症基本法で意思決定支援が規定されています。

意思決定支援ガイドライン（認知症の人、障がい者、

後見人、人生の最終段階）が定められています。意思

決定支援も計画しては。

　認知症の人の支援においては、その容態にかかわら

ず、「本人には意思があり、意思決定能力を有する」こ

とを前提に支援する必要があることから、意思決定支

援について基本方針４基本施策３に明記しています。

また、４つのガイドラインについては、医療・介護連

携や認知症、権利擁護等の各種研修会に取り入れてお

り、専門職の対応力向上に努めています。

　いただいたご意見を踏まえ、「基本方針５基本施策２

（４）権利擁護支援の地域連携ネットワークの構築と中

核機関の機能強化」に、「権利擁護支援においても、意

思決定支援の考え方が重視されていることから、各種

会議や研修の中で意思決定支援の内容を取り入れ、関

係者で共通認識を持ち支援できる体制を整えます。」と

明記します。

③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定　意見１件

意見の概要 町の考え

　基本方針の「障がいに対する理解や配慮の促進」の「配

慮」の部分について、「合理的配慮」としてはどうでし

ょうか。

　いただいたご意見を踏まえ、「合理的配慮」という表

現に修正します。

①保健センター内健康推進課☎４２－２７１２
②保健センター内高齢者福祉課☎３２－４５６７
③役場福祉課障がい福祉係（内線５１２）

問合先問合先

▲町ホームページ
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図１　救急出動状況

区 分
令和５年
件　数

令和４年
件　数

前 年 比

建 物 １０ ６ ４

林 野 ０ ０ ０

車 両 ４ ４ ０

野 火 ０ ０ ０

そ の 他 ２ ３ △１

計 １６ １３ ３

火災発生状況

区 分 令和５年 令和４年

建 物 １２，４０９ ５，０１０

収 容 物 ２，３１１ ４，３１８

車 両 ３，７６４ ６２９

そ の 他 ２３ ０

計 １８,５０７ ９,９５７

火災による損害額（千円）

図３　搬送者の傷病程度別人数と割合

救救

火火

消消

出動件数（単位：件）

搬送人員（単位：人）

交通事故９５件（４．７％）
火災２件（０．１％）

労働災害２５件（１．２％）

運動競技１９件（０．９％）

一般負傷
２５３件

（１２．６％）

加害
５件（０．３％）

自損行為
２２件（１．１％）

急病
１，３７２件
（６８．１％）

転院搬送
２０６件

（１０．２％）

その他１７件（０．８％）

死亡
（初診時死亡）
４２人（２．３％）

重症
（３週間以上の

入院加療）
２１０人（１１．５％）

中等症
（３週間未満の

入院加療）
７００人（３８．４％）

軽症
（入院加療不要）
８７１人（４７．８％）

図２　事故種別件数

２２００

２０００

１８００

１６００

１４００

１２００
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

２，０１６

１，５９７

１，３９０

１，６１７

１，７９１

１，８２３

１，４９５

１，３０２

１，４６６

１，６０８
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環 境 通 信
音更霊園の水くみ場などの使用開始音更霊園の水くみ場などの使用開始

合同納骨塚の受け付け開始合同納骨塚の受け付け開始
くりりんセンターへのごみの持ち込みくりりんセンターへのごみの持ち込み

多量ごみの処分方法多量ごみの処分方法

　引っ越しや遺品整理などで出た多量のごみを一度

に集積場所に出すことはできません。多量のごみを

出したい場合は次の方法でお願いします。

◦くりりんセンターへ持ち込む。

◦町が許可する収集運搬業者に依頼する。

※�処理を依頼する場合、収集運搬手数料（業者によ

って異なります）と１０㌔あたり１７０円の処理料金

がかかります。なお、処理内容や依頼日程などに

よっては、引き受けできない場合があります。料

金などの詳細については、直接収集運搬業者へお

問い合わせください。

　�収集運搬業者一覧については、町ホームページを

ご覧いただくか、役場環境生活課へお問い合わせ

ください。

引っ越しごみなど多量ごみの処分方法について

　冬期間閉鎖していた音更霊園の水くみ場とトイレ

は、４月５日㈮から使用を開始します。なお、春の

お彼岸期間の３月１７日㈰～３月２３日㈯は、水くみ

場のみ６カ所が使用できます。詳細は現地の案内図

をご覧ください。

音更霊園の水くみ場とトイレの使用を開始します

　くりりんセンターでは、家庭から出たごみの持ち

込みを受け入れていますが、近年、利用者の増加に

より待ち時間が非常に長くなっています。特に、春

の引っ越しシーズンは家庭ごみの持ち込みが増え、

大変混雑します。引っ越しなどの予定がある場合は、

通常の収集日に計画的にごみ出しするなど、混雑解

消にご協力ください。また、ごみを分別していない

状態で搬入すると、くりりんセンター内で改めて分

別する必要があり、混雑の原因となりますので、搬

入前に分別をお願いします。なお、くりりんセンタ

ーに持ち込む際の分別方法は通常の分別方法と異な

りますので、町ホームページをご覧いただくか、役

場環境生活課へお問い合わせください。

くりりんセンターへのごみの持ち込みについて

　音更霊園内にある合同納骨塚について、令和６

年度の使用受け付けを開始します。

　合同納骨塚とは、一つのお墓に複数のお骨を一緒

に納める合葬式のお墓で、お墓がない人、お墓があ

っても引き継ぐ人がいないなど、音更町にゆかりの

ある人が利用することができる合同の施設です。

骨箱や骨壺から遺骨のみを取り出して埋蔵しますの

で、納骨すると二度と取り出すことができなくなり

ます。ご使用に当たっては、親族の皆さんと十分に

相談してから申し込んでください。

▽ �受付期間　３月１日㈮から１１月２０日㈬まで（閉

庁日を除く）

▽ �納骨期間　４月から１１月までの閉庁日を除く原

則毎週金曜日に納骨します。

　申込条件などの詳細は、町ホームページをご覧

いただくか、役場環境生活課へお問い合わせくだ

さい。

合同納骨塚の受け付けを開始します

役場環境生活課環境生活係

（内線５６２）問合先
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▽�

と　

き　

３
月
１０
日
㈰
、
午

前
１０
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

図
書
館

▽
対　

象　

一
般
町
民

▽�

交
換
方
法　

１
人
３０
冊
ま
で

の
同
種
同
冊
交
換

▽�

対
象
図
書　

一
般
書
、
文
庫

本
、
新
書
、
児
童
書
（
辞
典
、

参
考
書
、
漫
画
、
雑
誌
は
除
く
）

　

昨
年
１１
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
音
更
町
電
子
図
書
館
」。　

今
月
は
「
ふ
る
さ
と
資
料
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

音
更
町
電
子
図
書
館
で
は
出

版
社
が
発
行
し
た
電
子
書
籍
の

ほ
か
、
「
町
史
」
や
「
広
報
お

と
ふ
け
」
「
議
会
だ
よ
り
」
な

ど
町
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
を
電
子
書
籍
化
し
、
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
資
料
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
タ
ブ
に

あ
る
「
ふ
る
さ
と
資
料
」
か
ら

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

今
後
は
電
子
書
籍
化
す
る

「
ふ
る
さ
と
資
料
」
の
種
類
を

増
や
し
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
今
月
の
１
冊
◇

『
石
は
元
素
の
案
内
人
』

田
中
陵
二　

文
・
写
真

福
音
館
書
店

　

こ
の
世
界
の
全
て
が
、
た
っ

た
９０
種
類
の
元
素
で
で
き
て
い

る
っ
て
ほ
ん
と
？
さ
ま
ざ
ま
な

実
験
を
通
し
て
、
元
素
の
世
界

を
紹
介
す
る
。
身
近
な
世
界
か

ら
考
え
る
、
美
し
く
て
、
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
元
素
の
本
。
写

真
で
見
る
元
素
周
期
表
付
き
。

◇
一
般
書
◇

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ラ
イ
ム
』

天
童
荒
太　

著

『
楽
園
』

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ザ
ク
・
グ
ル
ナ著

『
紫
式
部
愛
の
自
立
』

石
村
き
み
子　

著

『
み
ん
な
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情

の
お
て
あ
て
』

井
上
智
介　

著

『
人
生
が
変
わ
る
台
所
道
具
』

本
多
さ
お
り 
ほ
か　

著

◇
児
童
書
◇

『
ひ
げ
が
な
が
す
ぎ
る
ね
こ
』

北
澤
平
祐　

作
・
絵

『
キ
ュ
ー
ち
ゃ
ん
の
日
記
』

長
谷
川
義
史　

絵

『
ま
ぼ
ろ
し
の
巨
大
ク
ラ
ゲ
を

さ
が
し
て
』

ク
ロ
エ
・
サ
ベ
ー
ジ　

作
・
絵

『
直
紀
と
ふ
し
ぎ
な
庭
』

山
下
み
ゆ
き　

作

『
あ
し
の
多
い
虫
図
鑑
』

小
野
展
嗣　

作

『
保
育
園
一
年
生
』

て
ぃ
先
生
ほ
か　

監
修

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

　

６
人
の
専
門
家
と
６０
人
の
先

輩
パ
パ
マ
マ
が
、
「
保
活
」「
入

園
準
備
」「
入
園
１
カ
月
」「
病

気
」
な
ど
、
保
育
園
一
年
生
の

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
に
答

え
る
お
助
け
ブ
ッ
ク
。

『
は
じ
め
て
さ
ん
を
応
援
！
超

き
ほ
ん
の
通
園
通
学
グ
ッ
ズ
』

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

『
先
生
と
保
護
者
の
た
め
の
子

ど
も
ア
レ
ル
ギ
ー
大
百
科
』

渡
邊
美
砂　

著

『
園
児
べ
ん
と
う
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
２

６
０
』

阪
下
千
恵
ほ
か　

著

『
い
ち
ね
ん
せ
い
え
ほ
ん
』

高
濱
正
伸　

監
修

『
に
ん
き
も
の
い
ち
ね
ん
せ
い
』

つ
ち
だ
の
ぶ
こ　

作
・
絵

▽
村
上
修
一
さ
ん
（
新
生
）

▽
竹
内
猛
さ
ん
（
鈴
蘭
）

▽�

亀
井
宏
眞
さ
ん
（
ひ
び
き
野

東
町
１
丁
目
）

▽�

津
島
利
伸
さ
ん
（
宝
来
第

３
）

▽
齋
藤
美
千
子
さ
ん
（
楓
）

▽�

工
藤
宏
美
さ
ん
（
す
ず
ら
ん

台
）

▽
金
谷
優
香
さ
ん
（
帯
広
市
）

▽
聖
教
寺
（
士
幌
町
）

（
１
月
３１
日
ま
で
の
受
付
分
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
先

○
図
書
館
☎
３２
―

２
４
２
４
、

ＦＡＸ
32
―

２
５
６
６

○
図
書
館
分
館
☎
・
ＦＡＸ
32
―

４
６
８
８

新
刊
図
書
情
報

新
刊
図
書
情
報

今
月
の
テ
ー
マ

今
月
の
テ
ー
マ

～
入
園
・
入
学
～

～
入
園
・
入
学
～

　
　
　

新
生
活
に
向
け
て

　
　
　

新
生
活
に
向
け
て

も
っ
と
便
利
に
♪

も
っ
と
便
利
に
♪

電
子
図
書
館

電
子
図
書
館

▲電子図書館

図
書
交
換
会

寄
附
本
を

寄
附
本
を

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う
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ｖｏｌ.2３5

　

老
人
ク
ラ
ブ
東
部
福
寿
会
（
今
井
武
会
長
、
会
員
４１

人
）
は
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
楽

し
み
、
熱
狂
的
な
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
、
モ
ル
ッ
ク
と

い
う
木
製
の
棒
を
投
げ
て
、
３
～
４
㍍
先
に
並
べ
た
ス
キ

ッ
ト
ル
と
い
う
数
字
が
書
か
れ
た
１２
本
の
木
製
の
ピ
ン
を

倒
し
、
点
数
を
取
っ
て
い
く
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

「
あ
と
２
点
だ
よ
」「
ナ
イ
ス
ー
ッ
！
」
と
拍
手
と
笑
い

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

投
げ
方
の
こ
つ
や
戦
略
も
カ
ギ
と
な
り
シ
ン
プ
ル
な
ル

ー
ル
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず
誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
の

が
最
大
の
魅
力
で
す
。

　

折
り
紙
ア
ー
ト
こ
で
ま
り
（
立
花
芳
江
代
表
・
南
鈴

蘭
）
は
、
４
人
で
折
り
紙
ア
ー
ト
の
作
品
作
り
を
し
て
い

ま
す
。

　

町
の
行
事
な
ど
で
作
品
を
展
示
し
、
来
場
者
が
作
品
作

り
を
体
験
で
き
る
よ
う
な
場
を
設
け
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

人
へ
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
学
校
の
放
課
後
活
動
の
場
に
出
向

き
、
子
ど
も
た
ち
に
作
品
作
り
を
教
え
ま
す
。
立
花
さ
ん

は
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
を
う
れ
し
そ
う
に
持
ち
帰
る
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
て
、
心
温
ま
る
そ
う
で
す
。
今
後

は
音
更
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
題
材
に
作
品
を
作
っ

て
み
た
い
そ
う
で
す
。

このコーナーでは、ふるさと通信員が取材した身近な地域の話題を紹介します。なお、町では

通信員を募集しています（活動はボランティアでお願いしています）。広報活動に興味のある人は、

役場広報広聴課広報係（内線２１６）にご連絡ください。

高
たかだ

田徹
てつこ

子通信員

モ
ル
ッ
ク
に
夢
中

石
いしだ

田尚
ひさよ

世通信員

折
り
紙
ア
ー
ト
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道の駅おとふけで

「ゆめせんか」をＰＲ

ＪＡおとふけが生産に取り組んでいる

新しいブランドタマネギ「ゆめせん

か」のＰＲイベントが道の駅おとふけ

で開催され、約５０人が参加しました。

イベントは講演会とピザ作りの２本立

て。講演会では農業アドバイザーの柳

田大介さんが「名前の由来は『夢』と

『専科』『選果』から名付けた」と説明。

ピザ作りでは、ゆめせんかをトッピン

グしたピザを石窯で焼き、参加者は出

来たてのピザに舌鼓を打ちました。

１/１３

子どもとの

信頼の絆を深めよう

ＣＡＰ道東（久保美香代表、メンバー９

人）主催のＣＡＰおとなワークショップ

が共栄コミセンで開催され、約４０人が

参加しました。ＣＡＰとは「子どもたち

があらゆる暴力から自分を守るための人

権教育プログラム」のことで、佐々木祥

子さんら６人のスペシャリストは「子ど

もたち誰にでも『安心・自信・自由』の

権利がある」と説明。子どもたちの話を

よく聞き、行動の選択肢を一緒に考える

ことの大切さを教えてくれました。

１/２２

102024.32024.3 1010



天井まで届け

東士幌小で熱気球作り２/５

東士幌小で授業の一環として熱気球作りが行われ、

全校児童８人と保護者６人が参加しました。講師は

ＮＰＯ教育支援協会北海道の内山晶子さん。児童た

ちはビニール袋、針金、ストローなどを組み合わせ

て気球を製作しました。アルコールに浸した綿に点

火すると気球は見る見るうちに体育館の天井近くま

で上昇。児童たちから拍手と歓声が上がりました。

スケートの滑り方を学ぶ「初心者スケート教室」が

音更小スケートリンクで開催。年少児から小学１年

生までの９人が参加しました。子どもたちは「立て

ない」「立てるけど滑れない」など４クラスに分かれ、

スポーツ推進委員の山﨑靖範さんら講師から滑り方

の指導を受けました。子どもたちは寒さに負けず一

生懸命に練習し、楽しそうにリンクを滑りました。

スケートって楽しいな

初心者スケート教室１/１０

大リーグドジャースの大谷翔平選手から全国の小学

校に贈られたグローブが町内の各小学校にも届き、

このうち音更小では、「野球しようぜ」と書かれた

メッセージと共にお披露目されました。グローブは

右利き用２つと左利き用１つで、６年生前
まえたに

谷一
いっしん

心さ

ん（１２、写真中央）は「大谷選手の思いが伝わっ

てきた。みんなで大切にしたい」と話していました。

大谷選手寄贈のグローブが

町内の各小学校に届きました２/５

一人一人が尊重され

自分らしく活躍できる社会へ２/３

音更町男女共同参画講演会が共栄コミセンで開催

され、オンライン受講を含め１０７人が参加しました。

「リプロダクティブ・ヘルス／ライツについて考え

よう」をテーマに、立教大学名誉教授の浅井春夫さ

んが講師として登壇。浅井さんは「誰もが妊娠など

に関する十分な情報を得られ、出産に関することな

どを自分で決める権利がある」と説明しました。

11 2024.32024.3



　

開
会
式
で
は
、
参
加
し
た
幼
児
・

児
童
１
２
２
人
を
代
表
し
て
東
士

狩
小
学
校
６
年
生
の
林
由ゆ

め芽
さ
ん

が
力
強
く
元
気
に
宣
誓
し
た
後
、

競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
は
、
快
晴
で
風
も
ほ
ぼ
な
い
一

方
、
厳
し
い
寒
さ
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
自
己
記
録
の
更
新

を
目
指
し
、
幼
児
は
１
種
目
、
小

学
生
は
学
年
男
女
別
に
予
選
で
は

短
距
離
、
決
勝
で
は
長
距
離
の
２

種
目
の
総
合
得
点
で
順
位
を
競
い

ま
し
た
。

　

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

学
年
別
総
合
入
賞
者

【
敬
称
略
】

◆
幼
児

①
菅
原
吏り

り

な梛
（
宝
来
こ
ど
も
園
）

②�

有
賀
璃り

こ心
（
西
中
音
更
へ
き
地

保
育
所
）

③�

福
田
湊み

な

と大（
や
ま
ざ
と
幼
稚
園
）

◆
男
子

【
小
学
１
年
生
】

①
美
保
架か

け
る（

東
士
狩
）

②
相
澤
結ゆ

う

と斗
（
鈴
蘭
）

③
布
村
康こ

う
す
け佑

（
柳
町
）

【
小
学
２
年
生
】

①
大
道
皐さ

つ
き（

音
更
）

②
中
島
航こ

う

た大
（
下
士
幌
）

③
廣
瀬
燎り

ょ
う
た大

（
駒
場
）

【
小
学
３
年
生
】

①
安
田
慎し

ん
じ
ろ
う

二
郎
（
木
野
東
）

②
青
木
宗そ

う

た大
（
駒
場
）

③
杉
本
新あ

ら
た（

下
音
更
）

【
小
学
４
年
生
】

①
細
木
耀よ

う

た太
（
東
士
狩
）

②
坂
根
璃り

く

と

功
斗
（
音
更
）

③
平
野
大や

ま

と翔
（
音
更
）

【
小
学
５
年
生
】

①
福
島
瑛え

い

と人
（
柳
町
）

②
小
島
大た

い

が芽
（
木
野
東
）

③
青
木
大だ

い

ご悟
（
駒
場
）

【
小
学
６
年
生
】

①
新
妻
由ゆ

い

と都
（
下
士
幌
）

②
大
道
葵あ

お
い（

音
更
）

③
田
辺
雄ゆ

う

た大
（
西
中
音
更
）

◆
女
子

【
小
学
１
年
生
】

①
今
田
瑚こ

は

る春
（
音
更
）

問��

合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
課
（
内
線
７
９
２
）

　

１
月
２０
日
㈯
、
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、
第
４９
回
町
民
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
地
域
の
人
た

ち
の
熱
い
声
援
が
響
く
中
、
子
ど
も
た
ち
は
力
強
い
滑
り
を
見
せ
ま
し

た
。 第

４９
回
町
民
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
大
会

②
高
島
市い

ち

か果
（
西
中
音
更
）

③
川
﨑
彩さ

や

か花
（
柳
町
）

【
小
学
２
年
生
】

①
塚
田
新に

い

な菜
（
木
野
東
）

②
遠
藤
百も

も

か華
（
緑
陽
台
）

③
増
地
菜な

な那
（
鈴
蘭
）

【
小
学
３
年
生
】

①
野
口
杏あ

ん

な菜
（
木
野
東
）

②
駒
形
和の

ど

か花
（
木
野
東
）

③
鈴
木
咲さ

き希
（
下
士
幌
）

【
小
学
４
年
生
】

①
小
原
せ
い
ら
（
緑
陽
台
）

②
谷
口
陽ひ

さ

き咲
（
鈴
蘭
）

③
田
中
夢ゆ

め

ほ歩
（
鈴
蘭
）

【
小
学
５
年
生
】

①
柴
田
瑞み

ず

き樹
（
鈴
蘭
）

②
菊
池
悠ゆ

う

な奈
（
西
中
音
更
）

③
安
田
莉り

こ子
（
木
野
東
）

【
小
学
６
年
生
】

①
馬
場
湖こ

は

ね羽
（
駒
場
）

②
吉
田
百も

な那
（
駒
場
）

③
前
浜
芽め

い依
（
柳
町
）

▲自己ベストを目指し力走する出場者

　町生涯学習推進本部と帯広大谷短期大学が共同

で開講しているＯＯＪＣオープンカレッジで「子

ども映画会」を開催します。併せて「介護ロボッ

ト展」も開催し、介護ロボットの展示や体験を行

います。皆さんのご来場をお待ちしています。

▽ �と　き　３月２７日㈬、午後２時（開場は午後１時）

▽ところ　文化センター

▽内　容　「長ぐつをはいたネコと９つの命」

　�伝説ネコ「プス」の新たな大冒険！９つの命、

残りはたった一つ！新しい命を得るために、な

んでも望みを叶える「願い星」を手に入れろ！

▽入場料　無料

※申し込みは不要です。

問�合先　帯広大谷短期大学地域連携推進センター

生涯学習室　加藤さ
ん☎４５－４６００、℻４５－４６６６

子ども映画会子ども映画会
ＯＯＪＣＯＯＪＣ
オープンカレッジオープンカレッジ
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１
月
９
日
㈫
か
ら
１
泊
２
日
の

日
程
で
「
子
ど
も
冬
期
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
小
学
４
～

６
年
生
の
２４
人
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

【
１
日
目
】

　

宿
泊
先
で
あ
る
ネ
イ
パ
ル
足
寄

に
到
着
後
、
こ
の
２
日
間
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

牛
乳
、
生
ク
リ
ー
ム
、
砂
糖
な
ど

を
入
れ
た
も
の
を
ひ
も
で
腰
に
巻

き
付
け
、
外
で
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
班
で
協
力
し
て
森

の
中
で
動
物
の
足
跡
や
植
物
を
探

す
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
班
ご
と
に
探
し
方
の
作
戦
を

立
て
な
が
ら
活
動
す
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
次
に
歩
く
ス
キ
ー

を
体
験
し
、
最
初
は
慣
れ
な
い
ス

キ
ー
に
苦
戦
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
後
半
に
な
る
と
ス
ム
ー
ズ
に

移
動
で
き
る
ま
で
上
達
し
て
い
ま

し
た
。
外
で
の
活
動
後
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
中
身
が
固
ま
っ
て

シ
ェ
イ
ク
に
な
っ
た
の
で
、
子
ど

も
た
ち
は
活
動
で
乾
い
た
喉
を
潤

し
ま
し
た
。
夕
食
後
に
は
、
ド
ッ

子
ど
も
冬
期
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
催

▲楽しく２日間を過ごした参加者

ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【
２
日
目
】

　

班
ご
と
に
分
か
れ
て
う
ど
ん
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
生
地
作
り

で
は
練
っ
た
り
踏
ん
だ
り
伸
ば
し

た
り
と
力
が
必
要
な
作
業
が
多

く
、
班
員
み
ん
な
で
協
力
し
て
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
生
地
を
切
っ

て
ゆ
で
上
が
っ
た
う
ど
ん
は
、
昼

食
と
し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
２
日
間
の
研
修

会
を
振
り
返
り
「
み
ん
な
で
遊
べ

て
仲
良
く
な
れ
た
」
「
初
め
て
や

る
こ
と
が
多
く
て
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
得
ら
れ
た
知
識
や

経
験
を
今
後
の
暮
ら
し
の
中
で
生

か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

青
少
年
だ
よ
り
　

青
少
年
だ
よ
り
　

か
け
橋
通
信

か
け
橋
通
信

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
各
家
庭
が
協
力
し
て
ト
ラ
ブ

ル
や
い
じ
め
、
事
件
・
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

次
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
正
し
く

理
解
し
、
家
庭
内
で
意
見
を
出
し

合
う
な
ど
親
子
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

◆
長
時
間
使
用
の
中
身
に
注
目

　

何
に
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
使
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
能
で
使
用
時

間
を
管
理
し
た
り
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
グ
ル
ー
プ
内
の
ト
ラ
ブ
ル

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
で
多
く
の
人
た
ち
と
交
流

　

音
更
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
お
よ
び
音
更
町
地
区
青
少
年
健
全
育
成
連

絡
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
現
在
、
音
更
町
内
小
・
中
学
校
の

す
べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

の
安
全
な
使
用
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
安
全
な
使
用
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
家
庭
で
の
ル
ー
ル

作
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

し
、
グ
ル
ー
プ
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
活
用
し
ま
す
が
、
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誹
謗
中
傷
や
い
じ
め

　

誹
謗
中
傷
な
ど
の
や
り
取
り
は

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で

「
い
つ
」
「
何
が
」
起
こ
っ
た
の
か

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
写
真
な
ど
の
安
易
な
投
稿

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
げ
た
写

真
や
言
葉
は
、
完
全
に
削
除
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
悪
意
な
く

行
っ
た
気
軽
な
投
稿
が
他
人
を
傷

つ
け
た
り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

を
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
、
親

子
で
継
続
で
き
る
ル
ー
ル
を
相
談

し
、
約
束
す
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。

　

特
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

用
さ
せ
る
場
合
を
例
に
、
家
族
間

で
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
作
り
を
行

う
こ
と
を
、
北
海
道
警
察
本
部
が

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
の
例
を
記
載
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
利
用
時
間
を
守
る

②�

個
人
を
特
定
さ
せ
る
情
報
を
書

き
込
ま
な
い

③�

ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
人
と

会
わ
な
い

④�

下
着
や
裸
の
写
真
を
撮
ら
な
い
、

送
ら
な
い

⑤�

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
家
族

に
相
談
す
る

保
護
者
が
正
し
く
知
っ
て

お
き
た
い
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
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音更町ＨＰ

レッスン

対象

（４月８日現在）
曜日 時間

定員

内容・クラス分け

泣き虫

飛んでけ

２歳６カ月～

未就園児
月・木

１１：００～

１２：００
各曜日

２０人
親から離れて水遊びや練習をします。

（２クラス、各１０人）

スイミー

園児

（年少～）
月・水～金

１５：３０～

１６：３０
各曜日

６０人
初めてプールに入る子から面かぶりキ

ックまで（４クラス、各１５人）

スイム

キッズ

小・中学生 月・水～金
１７：００～

１８：００
各曜日

１２０人
初めてプールに入る子から４泳法まで

（６クラス、各２０人）

４～６月のプログラム４～６月のプログラム
４月８日㈪からスタート（全１０回）４月８日㈪からスタート（全１０回）

ア
ク
リ
ナ
ち
ゃ
っ
ぽ

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

ア
ク
リ
ナ
ち
ゃ
っ
ぽ
は
、
「
ア

ク
リ
ナ
ち
ゃ
っ
ぽ
水
泳
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

△

�

対　

象　

町
内
在
住
の
２
歳
６

カ
月
児
（
４
月
８
日
現
在
）
～

中
学
生

△

�

参
加
料　

８
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
）

※�

小
学
生
以
上
は
毎
回
個
人
利
用

料
が
か
か
り
ま
す
（
回
数
券
の

使
用
可
）。

　

教
育
委
員
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
と
し
て
小
・
中
学
校
の
体

育
館
や
プ
ー
ル
な
ど
の
施
設
を
団

体
に
開
放
し
て
い
ま
す
。
施
設
を

利
用
す
る
に
は
、
毎
年
度
事
前
に

ス
ポ
ー
ツ
課
で
団
体
登
録
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

▽�

利
用
方
法　

利
用
す
る
学
校
に

登
録
証
を
提
示
し
、
利
用
月
の

前
月
第
３
週
目
（
平
日
）
に
使

用
申
請
書
を
提
出
し
て
使
用
許

可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽�

そ
の
他　

地
域
開
放
校
（
下
士

幌
、
東
士
幌
、
東
士
狩
、
駒
場
、

西
中
音
更
の
各
小
学
校
）
と
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
旧
南
中
士

幌
小
学
校
）
は
、
そ
の
地
域
で

組
織
す
る
団
体
の
み
の
利
用
と

な
り
ま
す
の
で
、
登
録
の
手
続

学
校
体
育
施
設
の

開
放
に
つ
い
て

△

�

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
ま
た

は
ウ
ェ
ブ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆�

往
復
は
が
き
で
申
し
込
み

　
往
復
は
が
き
に
次
の
項
目
を
記

入
し
、
３
月
１３
日
㈬
ま
で
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い（
当
日
消
印
有
効
）。

◦�

返
信
用
表
面
　
①
住
所
②
氏
名

◦�

往
信
用
裏
面　

①
氏
名
と
フ
リ

ガ
ナ
②
性
別
③
学
校
（
ま
た
は

幼
稚
園
・
保
育
園
）
名
④
４
月

１
日
時
点
の
年
齢
と
学
年
（
幼

児
も
）
⑤
郵
便
番
号
・
住
所　

⑥
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
も

可
）
⑦
令
和
５
年
９
月
～
１１
月

の
水
泳
教
室
を
受
講
し
て
い
た

場
合
…
◎
、
令
和
５
年
４
月
～

６
月
の
水
泳
教
室
を
受
講
し
て

い
た
場
合
…
○
、
過
去
に
一
度

も
水
泳
教
室
を
受
講
し
て
い
な　

い
場
合
…
×

※�

◎
か
○
を
記
入
し
た
人
は
、
修

了
証
に
記
載
さ
れ
た
〈
認
定
結

果
〉
と
〈
次
回
の
練
習
〉
を
転

記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

⑧
希
望
コ
ー
ス
（
レ
ッ
ス
ン
名

と
曜
日
）
⑨
第
２
希
望
の
曜
日

　

�

⑩
申
告
泳
力
（
該
当
す
る
も
の

を
選
ん
で
記
入
）
…
顔
つ
け
が

で
き
な
い
、
顔
つ
け
が
で
き
る
、

潜
る
こ
と
が
で
き
る
、
浮
く
こ

と
が
で
き
る
、
ビ
ー
ト
板
キ
ッ

ク
が
で
き
る
、
面
か
ぶ
り
キ
ッ

ク
が
で
き
る
、
手
を
回
し
て
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
（
面
か
ぶ
り

ク
ロ
ー
ル
）
、
ク
ロ
ー
ル
、
背

泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ

※�

⑩
の
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、
平

泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
に
つ
い
て

は
、
何
㍍
泳
げ
る
か
も
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆�

ウ
ェ
ブ
で
申
し
込
み

　

次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

△

�
そ
の
他　

定
員
に
達
し
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。
抽
選
は
、

▲�申し込み
フォーム

３
月
２０
日
㈷
の
午
前
１０
時
か
ら

ア
ク
リ
ナ
ち
ゃ
っ
ぽ
で
行
わ
れ
、

立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�

抽
選
結
果
は
３
月
２１
日
㈭
以
降

に
、
返
信
は
が
き
ま
た
は
登
録

し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
案

内
し
ま
す
。

申�

込
・
問
合
先　

ア
ク
リ
ナ
ち
ゃ

　

っ
ぽ
（
〒
０
８
０

－

０
３
３
５　
　

　

�

希
望
が
丘
２
番
地
）
☎
３２

－

４

　

８
４
８
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

３
月
の
健
康
相
談
・

　
　
栄
養
相
談
の
日
程

　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
、
身

体
や
心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
や

お
と
ふ
け
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト

参
加
賞
交
換
会
を
行
い
ま
す

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
２０
歳

以
上
の
町
民
を
対
象
と
し
た
「
お

と
ふ
け
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
（
検
診
）
や
健
康
づ
く
り

事
業
に
参
加
し
て
貯
め
た
ポ
イ
ン

ト
の
参
加
賞
交
換
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽�

と　

き　

３
月
７
日
㈭
・
８
日

　

㈮
・
１１
日
㈪

▽�

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
午

前
８
時
４５
分
～
午
後
５
時
３０

分
）、
木
野
コ
ミ
セ
ン（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
３０
分
）

※�

木
野
コ
ミ
セ
ン
は
８
日
㈮
の
み
。

▽
持
ち
物

◦�

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

◦�

健
診
（
検
診
）
結
果
が
分
か
る

も
の
（
健
診
の
受
診
が
必
須
で

す
）

※�

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

は
、
広
報
５
月
号
と
共
に
配
布

し
た
ほ
か
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
推
進
課
ま
た
は
木
野
支
所
、

各
コ
ミ
セ
ン
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

◎�

今
年
度
最
後
の
交
換
会
で
す
。

今
年
度
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

年
度
内
に
交
換
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�
６
ポ
イ
ン
ト
以
上
で
参
加
賞
と

交
換
可
能
で
す
。

問�

合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康

推
進
課
☎
４２

－

２
７
１
２
、
℻

４２

－

２
７
１
３

令
和
６
年
度
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
を

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
は

４
人
以
上
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
依

頼
シ
ス
テ
ム
「
ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ
ト
」

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
度
か
ら
紙
の
加
入
依
頼
書

の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ
れ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
依
頼
の
み

と
な
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
次
の
二
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

課
（
内
線
７
９
２
）

▲スポあんネット

北
海
道
お
米
・
牛
乳
子
育
て

応
援
事
業
（
第
二
弾
）
に
つ
い
て

　

北
海
道
は
、
食
料
品
な
ど
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
と
道
産
品

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
対
象

児
童
が
い
る
北
海
道
内
の
世
帯
に

商
品
券
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

▽�

対
象
児
童　

平
成
１７
年
４
月
２

日
か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
子
ど
も

▽�

支
給
品　

支
給
対
象
の
世
帯
ご

と
に
次
の
い
ず
れ
か
１
つ

◦�

商
品
券
…
「
お
こ
め
ギ
フ
ト

券
」
ま
た
は
「
お
こ
め
券
」
３

　

�

９
６
０
円
相
当
分
と
「
牛
乳
贈

答
券
」
１
２
０
０
円
相
当
分

◦�

電
子
ク
ー
ポ
ン
…
北
海
道
産
の

「
米
」
と
「
牛
乳
」
を
購
入
で

き
る
電
子
ク
ー
ポ
ン

◦�

北
海
道
米
（
な
な
つ
ぼ
し
）
の　

精
米
（
１０
㌔
）
ま
た
は
無
洗
米

（
１０
㌔
）
ど
ち
ら
か
１
つ

▽�

申
請
期
限　

４
月
３０
日
㈫

▽�

そ
の
他　

第
一
弾
の
支
給
品
を

受
給
さ
れ
た
世
帯
（
住
所
変
更

の
な
い
世
帯
）
に
は
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
（
は
が
き
ま
た
は

封
書
）
が
届
き
ま
す
の
で
そ
ち

ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問�

合
先　

北
海
道
お
米
・
牛
乳
子

育
て
応
援
事
業
事
務
局
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
１

－

３
５
０

－

７
３
７
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
が
い
認
定
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
７５
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す

が
、
６５
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
人
も
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
障
が
い

◦�

国
民
年
金
な
ど
障
害
年
金
１
級

ま
た
は
２
級
を
受
給
し
て
い
る
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～
３

級
の
人

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
…
音

声
障
が
い
・
言
語
障
が
い
・
下

肢
障
が
い
（
両
下
肢
の
す
べ
て

の
指
を
欠
く
も
の
・
一
下
肢
を

下
腿
の
２
分
の
１
以
上
で
欠
く

も
の
・
一
下
肢
機
能
の
著
し
い

障
が
い
）

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
人

◦
療
育
手
帳
の
Ａ
（
重
度
）
の
人

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自

己
負
担
割
合
は
、
所
得
の
状
況
に

よ
り
１
割
～
３
割
で
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
の
で
、
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

役
場
町
民
課
国
保
医
療

係
（
内
線
５
４
７
）

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
、

学
校
な
ど
の
許
可
を
受
け
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

提���

出
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
課
（
内
線
７
９
２
）

健
診
結
果
の
見
方
、
簡
易
的
な
認

知
機
能
検
査
、
体
の
状
態
に
合
わ

せ
た
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼

日
程
表

日

場
所

受
付
時
間

３
月
４
日
㈪

保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時

３０
分
～
１１

時

３
月
１８
日
㈪

木
野
コ
ミ
セ
ン

※�

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
日

の
前
日
ま
で
に
健
康
推
進
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

�

内
健
康
推
進
課
☎
４２

－

２
７
１

　

２
、
℻
４２

－
２
７
１
３
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音更町役場 〠 ０８０‐０１９８音更町元町２番地 TEL●０１５５‐４２‐２１１１FAX●４２‐２１１７
Ｅメール ● mailbox@town.otofuke.hokkaido.jp　ホームページ ● https://www.town.otofuke.hokkaido.jp/

♦屋外運動施設の利用申請について

教育委員会は、次のとおり令和６年度の各種屋外運動施設の利用申請を受け付けます。

問合先　教育委員会スポーツ課施設管理係（内線７９３）

施設名 施設概要 利用時間など

①音更町サッカー場

２面、有料

中学生以下 千円（１時間）

高校生・一般 ２千円（１時間）

午前７時～午後９時（中学生以下は午後７時まで）

※�町内の少年団または中学校の部活動、町内の中学生以

下の大会は無料

※町内の高校の部活動は１０分の５減免

②希望が丘野球場

１面、有料（軟式専用）

中学生以下 ３００円（１時間）

高校生・一般 ６００円（１時間）

放送設備 千円（１日）

日の出～日没

※�町内の少年団または中学校での部活動、中学生以下の

大会は無料

③町営ソフトボール場

２面、無料

Ａ球場（北側、照明あり）

Ｂ球場（南側、照明なし）

Ａ球場は日の出～午後９時（照明の利用は団体のみ）

Ｂ球場は日の出～日没

④希望が丘テニスコート
６面（うちＣ・Ｄコートが照明

あり）、無料

照明があるコートは日の出～午後９時（照明の利用は団

体のみ）、照明がないコートは日の出～日没

⑤緑陽台テニスコート ２面、無料 日の出～日没

⑥ひばりが丘緑地ＰＧ場
３６ホール、有料、水曜休場日

受け付けは午前７時～午後５時（９月は午後４時３０分、

１０月以降は午後４時まで）

⑦音更川リバーパークＰＧ場

⑧�すずらん河川緑地ＰＧ場

３６ホール、有料、木曜休場日⑨柳町河川緑地ＰＧ場

⑩�駒場北緑地ＰＧ場

⑪�十勝川温泉アクアパークＰＧ場 １８ホール、無料、火曜休場日 日の出～日没

▽ �利用期間

◦下記①…４月４日㈭～１１月３０日㈯

◦下記②～⑤…５月１日㈬～１０月３１日㈭

�◦下記⑥～⑪…４月２９日㈷～１１月３日㈷

▽ �団体利用申請　下記①は８人以上、②～⑤は１０人以

上、⑥～⑪は２０人以上の利用で団体利用申請が必要

です。

▽ �申請方法　利用日の前月の初日（平日）から利用日

の３日前までの期間、平日午前９時～午後５時に教

育委員会スポーツ課に申し込んでください。

※�下記①～⑤のみ、公共施設予約サービスからの申請

が可能です。

※�下記⑥～⑪のパークゴルフ場（以下ＰＧ場と記載）

については、木野支所でも受け付け可能です。

【４月利用分の受付開始日】

◦�下記①　町内の少年団、中学・高校の部活動…３月

１日㈮、その他の団体…３月２日㈯

※�公共施設予約サービスのみ、土・日曜日、祝日の申

請が可能です。

◦下記⑥～⑪…３月１日㈮

【５月利用分の受付開始日】

◦�下記①　町内の少年団、中学・高校の部活動…４月

１日㈪、その他の団体…４月２日㈫

◦下記②～⑪…４月１日㈪

※木野北テニスコートは、今年から廃止となりました。

※準備と後片付けに要する時間も使用時間に含みます。

※町内大会以上の規模の大会などは、通常の申請開始より前に事前申請を受け付けていますのでご相談ください。

【屋外運動施設一覧表】

屋外運動施設の利用申請を受け付けます屋外運動施設の利用申請を受け付けます
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

券の種類 発券場所 発券日・時間 その他

１日券

（２００円）
各ＰＧ場受付

４月２９日㈷から開始・ＰＧ場開場日の受付時

間内
アクアパークＰＧ場を除く。

回数券

（２千円）

※１２枚つづり

各ＰＧ場受付

役場正面玄関ロビー

特設窓口
４月１７日㈬～１９日㈮、午前９時～午後３時

教育委員会スポーツ課
４月２２日㈪から開始、平日の午前９時～午

後５時

シーズン券

（５千円）

役場正面玄関ロビー

特設窓口
４月１７日㈬～１９日㈮、午前９時～午後３時

�即日発券。事前申込者へ券の引き渡し

も行います。
教育委員会スポーツ課

４月２２日㈪から開始、平日の午前９時～午

後５時

木野コミセン

特設窓口
４月２４日㈬、２５日㈭・午前９時～午後３時

木野支所 ４月２６日㈮から開始・午前９時～午後５時
�発券の受け取りは翌日（平日）以降。

事前申込者へ券の引き渡しも行います。

※�中学生以下は無料です。

※�１日券は、券面に記載された日のみ有効で、全ての有料コースを利用できます。シーズン券は券面に記載され

た年度のみ有効で、全ての有料コースを利用できます。

※券の再発行はできませんのでご注意ください。

♦町営ＰＧ場の利用券について
　各券の発券場所や発券日は以下のとおりです。なお、令和６年度においても事前申し込み

を受け付けます。シーズン券の料金は、券の引き渡し時にお支払いください。

▽ �事前申込書提出先　教育委員会スポーツ課、木野支所（申請書を備えてあります）

▽ ��事前申込書提出期限　４月１２日㈮

【ＰＧ場使用料一覧】

　

お
と
ふ
け
写
真
ク
ラ
ブ
と
文
化

協
会
は
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
１２
日
㈫
～
２２
日

㈮
、
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
３
月
１８
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

▽
と
こ
ろ　

図
書
館

▽
入
場
料　

無
料

問�

合
先　

お
と
ふ
け
写
真
ク
ラ
ブ

　

会
長　

山
西
信
一

さ
ん

☎
４２

－

３

　

４
４
３

児
童
扶
養
手
当
額
が

変
わ
り
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
消
費
者
物

価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額

が
改
定
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
公
表
さ

れ
、
４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
が

３
・
２
％
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

▲

児
童
扶
養
手
当
金
額
（
月
額
）

※
か
っ
こ
内
は
一
部
支
給
の
金
額

問�
合
先　

役
場
子
ど
も
福
祉
課
子

ど
も
福
祉
係
（
内
線
５
３
４
）

子どもの人数 現行 変更後

１人
４４，１４０円

（４４，１３０円～１０，４１０円）

４５，５００円

（４５，４９０円～１０，７４０円）

２人目の加算
１０，４２０円

（１０，４１０円～５，２１０円）

１０，７５０円

（１０，７４０円～５，３８０円）

３人目以降

の加算

６，２５０円

（６，２４０円～３，１３０円）

６，４５０円

（６，４４０円～３，２３０円）

音
更
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

第
３２
回
定
期
演
奏
会

　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。
心

を
一
つ
に
楽
し
く
演
奏
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
９
日
㈯
、
午
後

２
時

▽�

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

▽�

入
場
料　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問�

合
先　

音
更
小
学
校　

森
さ

ん

☎

４２

－

２
５
３
８

お
と
ふ
け
写
真
ク
ラ
ブ

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
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介護予防事業に介護予防事業に
参加してみませんか参加してみませんか

　町は、「健康づくり」や「介護予防」、「社会交流」の機会となるよう、介護予防事業を実施しています。

体験利用をすることもできますので、興味のある人、参加をお考えの人は、お問い合わせください。

※重複の参加はできません。また、クラスによっては満員のため、ご参加いただけない場合があります。

▽ �対　象　６５歳以上の町民

▽ �内　容　運動（ストレッチ・筋力トレーニング・脳トレなどのレクリエーション）、体力測定、健康

講話（口腔機能・栄養など）

問合先　保健センター内健康推進課☎４２－２７１２、℻４２－２７１３

場　所 時　間 開催曜日（祝日・年末年始を除く） 料　金

総合福祉センター 午前１０時～１１時

毎週水曜日 千円／月
共栄コミセン

午後１時～２時

午後２時３０分～３時３０分

【まる元運動教室】

【あすなろクラブ】

場　所 時　間 開催曜日（祝日・年末年始を除く） 料　金

新通会館 午後１時３０分～３時３０分 毎週月曜日

無料

総合福祉センター 午後１時～３時 毎週火曜日

木野コミセン 午後１時３０分～３時３０分
毎週水曜日

雄飛が丘会館 午後１時３０分～３時３０分

共栄コミセン 午後１時～３時 毎週木曜日

ひびき野会館 午後１時３０分～３時３０分
毎週金曜日

すずらん生活館 午後１時～３時

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
老
人

演
芸
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
合
唱
や
合

奏
、
舞
踊
な
ど
を
披
露
す
る
ほ
か
、

ゲ
ス
ト
と
し
て
音
楽
健
康
指
導
士

を
務
め
る
中
村
仁
美
さ
ん
に
講
話

と
歌
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
５
日
㈫
、
午
前

１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

▽
と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

問�

合
先　

音
更
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
事
務
局
（
音
更
町
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
☎
４２

－

２
４
０
０

　

教
育
委
員
会
は
、
音
更
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
３１
日
㈰
、
午
後

２
時

▽�

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

小
樽
商
科
大
学
は
、
「
地
域
・

企
業
の
発
展
と
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
繋
が
る
価
値
の
提
供
」
を
テ

ー
マ
に
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
１５
日
㈮
、
午
後

３
時
～
６
時

▽�

と
こ
ろ　

昭
和
商
学
校
Ｐ
ａ
ｌ

ｅ
ｔ
ｔ
ｅ

▽�

テ
ー
マ　

①
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
支
援
制
度

②
マ
マ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
の
挑
戦
！
つ
な

が
る
×
交
流
が
明
日
を
変
え
る

③
小
樽
築ち

っ

港こ
う

地
区
ウ
ェ
ル
ネ
ス

タ
ウ
ン
事
業
構
想
の
取
り
組
み

▽�

講　

師　

①
経
済
産
業
省
北
海

道
経
済
産
業
局
②
株
式
会
社
マ

マ
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役　

倉
嶋
香
菜
子

さ
ん

③
小
樽
商
科
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ

ッ
プ
専
攻　

准
教
授　

藤
原
健

祐
さ

ん

▽�

定　

員　

５０
人

▽�

入
場
料　

無
料

▽�

申
込
方
法　

３
月
１３
日
㈬
ま
で

に
次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

役
場
企
画
課
企
画
調
整

係
（
内
線
２
１
３
）

▲�申し込み
フォーム

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

老
人
演
芸
大
会
を

開
催
し
ま
す

ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

柳町子育て支援センター（柳町仲区１６番地）
♦�１年間ありがとう会（０歳児～未就園児対象、

要予約）

▽と　き　３月１２日㈫、午前１０時～１１時

※�２月２６日㈪、午前９時から電話予約を受け付け

ます。

申�込・問合先　柳町子育て支援センター☎３０－４１５２、

℻３１－６３３１

子育て支援センターすずらん （中鈴蘭元町２番地）
♦�もうすぐ入園！プチお楽しみ会（未就園児の親子

対象、要予約）

▽と　き　３月１８日㈪、午前９時～１１時

▽定　員　音更在住で４月に入園する親子　１０組

※�３月１日㈮～８日㈮、午前９時～午後３時に電話

予約を受け付けます。

♦�たまピヨ「おもちゃ作り」（妊婦・０歳５カ月児

未満の親子対象、要予約）

▽と　き　３月２１日㈭、午前９時～１１時

▽定　員　妊婦５人、親子３組

▽参加料　２５０円（材料費）

※�３月１８日㈪までの午前９時～午後３時に電話予

約を受け付けます。

申�込・問合先　子育て支援センターすずらん☎・℻
３０－１８８８

きの子育て支援センター（木野東通４丁目２番地）
♦�クッキングでおたのしみ（１歳以上の未就園児対

象、要予約）　

▽ �と　き　３月６日㈬、午前１０時～１１時３０分

▽定　員　１０組

▽参加費　子ども１人につき１００円

※�ホットケーキを焼いて食べます。離乳食のお子さ

んでも、おうちで食べたことがあれば参加できま

す。

※�２月２６日㈪～３月１日㈮の午前９時３０分～午後

３時３０分に電話予約を受け付けます。

♦�おしゃべり会（未就園児の保護者対象、要予約）　

▽ �と　き　３月１３日㈬、午前１０時～１１時

▽定　員　５組（託児はご相談ください）

※�２月２６日㈪～３月８日㈮の午前９時３０分～午後

３時３０分に電話予約を受け付けます。

申�込・問合先　きの子育て支援センター☎３０－２５０１、

℻６７－７３００

音更子育て支援センター（新通９丁目３番地）
♦�育児講座～「ココロ貯金」で穏やかママに～（子

育て中の保護者対象、要予約）

▽ �と　き　３月４日㈪、午前１０時～１１時

▽ �講　師　子育て心理学カウンセラー・インストラ

クター　鈴森あかりさ
ん

▽定　員　８人（託児はご相談ください）

※�２月２６日㈪、午前９時から電話予約を受け付け

ます。

♦�３月お誕生日会！（３月生まれの未就園児対象、

要予約）

▽ �と　き　３月１９日㈫、午前１０時～１１時

▽定　員　８人

※�３月４日㈪、午前９時から電話予約を受け付けま

す。

申�込・問合先　音更子育て支援センター☎４２－２２７７、

　℻４２－２３１３

この他にもたくさん行事が
あるよ！詳しくは各施設で
確認してね。 ３月の親子あそびの広場

▽�
入
場
料　

無
料
（
全
席
自
由
・

要
整
理
券
）

※�

整
理
券
は
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図

書
館
ほ
か
で
配
布
中
で
す
。

▽�

演
奏
曲　

無
伴
奏
パ
ル
テ
ィ
ー

　

タ
第
３
番
ホ
長
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
１
０

　

�

０
６
よ
り
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
（
Ｊ
．

Ｓ
．
バ
ッ
ハ
）
、
ル
ー
マ
ニ
ア

民
族
舞
曲
（
バ
ル
ト
ー
ク
）
、

Ｊ

－

Ｐ
Ｏ
Ｐ
メ
ド
レ
ー
ほ
か

▽�

出
演
者　

バ
イ
オ
リ
ン
…
片
山

さ
や
か
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
）
、
ピ
ア
ノ
…
中
村
望
未
・

乾
晋
也

◎�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

文
化
セ
ン
タ
ー
☎
３１

－

５
２
１
５

　

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
は
、

エ
コ
パ
探
検
隊
「
バ
ー
ド
コ
ー
ル

を
作
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

と　

き　

３
月
２
日
㈯
、
午
前

１０
時
～
１１
時

▽�

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
学

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽
定　

員　

１０
人

▽
参
加
料　

１
人
４
０
０
円

◎�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー

ク
管
理
事
務
所
☎
３２

－

６
７
８

　

０
、
℻
３２

－

６
７
８
５

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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　町は、小学校の長期休業期間（春休み）中のみ学童

保育所に入所する児童を募集します。

▽ �受入期間　各小学校の春休み期間（日曜日・祝日を

除く）

▽ �入所基準　町内に在住する小学生で、長期休業期間

中に保護者の就労などにより家庭で保育が受けられ

ない児童

◦�令和６年度新１年生…４月１日㈪～６日㈯（木野東

は８日㈪まで）、利用日３日以上

◦�令和６年度新２～６年生…３月２３日㈯～４月６日

㈯、利用日６日以上

◦�令和５年度６年生…３月２３日㈯（鈴蘭、木野東、柳

町、ひまわりは２２日㈮から）～３０日㈯、利用日３

日以上

▽長期休業中開所時間　午前８時～午後７時

▽ �保育料　日額１２０円（その他、各学童保育所が決定

するおやつ代、傷害保険負担金２１０円が必要です）

▽ �必要書類　短期入所申込書、保育を必要とする証明

書（雇用証明書などは保護者全員のものが必要です）、

期間中の学童保育利用予定表など

※必要書類は全て指定の様式で提出してください。

▽ �受付・書類配布場所　各学童保育所

▽ �受付期間　３月１日㈮～１１日㈪の学童開所時間中

（平日…学校終了後～午後７時、土曜日…午前８時

～午後７時）

※�下音更は、学年やお住まいの地域により第２学童の

利用となる場合があります。

問�合先　役場子ども福祉課保育支援係（内線５３８）

学童保育所名 住　所 電話番号 運営主体

ひまわりの家
大通１０丁目

６
４２－２８６０

社会福祉法人

音更福祉事業協会

駒場 駒場北町２ ４４－２２２６

鈴蘭
すずらん台

北町２丁目１
３１－４８９９

社会福祉法人

元気の里とかち

下音更
木野西通１３

丁目６

３１－６０３６

下音更第２
共栄台東１２

丁目５

木野東の家
木野東通５

丁目６
３１－０８０９

下士幌
字下士幌北

２線東４９
３０－７８２２

柳町
木野大通東

１６丁目４
３１－１４５１

株式会社イーク

緑陽台
字下音更北

７線西７
３１－７２４８

学童保育所の短期入所児童を募集します学童保育所の短期入所児童を募集します

海
上
保
安
学
校
学
生
・

海
上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す

　

海
上
保
安
学
校
学
生
・
海
上
保

安
官
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

♦�

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

（
特
別
・
高
卒
程
度
）

▽�

受
験
資
格　

令
和
６
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
１３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和
６

年
９
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
な
ど

▽�

申
込
期
間　

２
月
２２
日
㈭
～
３

月
１１
日
㈪

▽�

一
次
試
験
日
・
会
場　

５
月
１２

日
㈰
・
釧
路
市
な
ど

♦�

海
上
保
安
官
採
用
試
験

▽�

受
験
資
格　

平
成
６
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
人
で
、
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
人
お
よ
び
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人
な
ど

▽�

申
込
期
間　

２
月
２２
日
㈭
～
３

月
２５
日
㈪

▽�
一
次
試
験
日
・
会
場　

５
月
２６

日
㈰
・
札
幌
市

202024.3



スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

　

♦�Ｄ＆Ｉ（ダイバーシティとインクルージョン）

　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会の

大会理念として掲げられ話題となった「ダイバーシテ

ィ」と「インクルージョン」について、皆さんはその

意味をご存じですか。

　ダイバーシティとは、「多様性」を意味する言葉です。

年齢、性別、人種、障がい、宗教、価値観などさまざ

まな違いを持った人たちが共存していることを指しま

す。多様性は、生まれ持った変えようのない「表層的

ダイバーシティ」と、外見では分からないその人の内

面に関わる「深層的ダイバーシティ」の大きく２つに

分けられています。

　インクルージョンとは、「包括」「包含」「受け入れる」

「活かす」などを意味する言葉です。多様な人たちがお

互いを尊重し合い、対等な関係を築くことを指します。

　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会で

は、この２つを合わせて「多様性と調和」という表現

がされていました。お互いの個性や価値観などの違い

を理解し尊重するからこそ、さまざまな場面で能力を

発揮できるようになります。そして、多様な人たちが

影響し合うことで、新たな価値観が生まれます。

　まちづくりにおいても、多様な人たちの異なる視点

からの意見が出るからこそ、たくさんのアイデアが生

まれます。どんな意見も排除することなく、多様性を

お互いに受け入れながら、豊かなまちづくりを目指し

ていきましょう。

共生社会の実現に向けて　Ｖｏｌ．１８ 問合先
役場企画課企画調整係
（内線２１３）

【
共
通
事
項
】

▽�
申
込
方
法　

海
上
保
安
官
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◎�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

釧
路
海
上
保
安
部
管
理

課
☎
０
１
５
４

－

２２

－

０
１
１
８ ▲詳細ページ

警
察
官
を
募
集
し
ま
す

　

北
海
道
警
察
の
採
用
試
験
（
第

１
回
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽ �表層的ダイバーシティの例

年齢、性別、国籍、人種、性的指向、性自認など

▽ ��深層的ダイバーシティの例

価値観、学歴、宗教、第一言語、趣味や嗜好など

ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
使
用

申
請
受
付
日
の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度
の
ふ
れ
あ
い
交
流

館
使
用
申
請
受
付
開
始
日
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◦�

４
月
使
用
分　

３
月
１
日
㈮

◦�

５
月
使
用
分　

４
月
１
日
㈪

◦
６
月
使
用
分　

５
月
２
日
㈭

◦�

７
月
使
用
分　

６
月
３
日
㈪

◦
８
月
使
用
分　

７
月
１
日
㈪

◦
９
月
使
用
分　

８
月
１
日
㈭

◦
１０
月
使
用
分　

９
月
２
日
㈪

公
営
住
宅
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

　

町
は
、
３
月
１
日
㈮
か
ら
令
和

６
年
度
分
の
公
営
住
宅
の
入
居
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
中
に
申
し

込
み
を
し
て
い
た
人
も
３
月
３１
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
る
た
め
、
継

続
し
て
入
居
を
希
望
す
る
場
合
は
、

改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽�

申
込
方
法　

入
居
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
個
人
番
号

届
出
書
と
必
要
書
類
を
添
え
て

役
場
建
築
住
宅
課
住
宅
係
ま
た

は
木
野
支
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

申
込
書
は
役
場
建
築
住
宅
課
と

木
野
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問�

合
先　

役
場
建
築
住
宅
課
住
宅

係
（
内
線
３
２
４
）

～議会を傍聴しませんか～
第１回定例会は第１回定例会は

３月１日㈮３月１日㈮  開会予定です開会予定です
�会議の日程は、新聞、町のホームページなどに掲載されま

すが、詳細はお問い合わせください。�

問合先　議会事務局（内線２５２・２５３）

▽�

受
験
資
格　

平
成
４
年
４
月
２

日
～
平
成
１９
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人

◦
Ａ
区
分
…
大
学
な
ど
を
卒
業
し

　

た
人
（
令
和
７
年
３
月
末
日
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

◦
Ｂ
区
分
…
Ａ
区
分
以
外
の
人

▽�

一
次
試
験
日　

４
月
２８
日
㈰

▽�

採
用
予
定
人
数　

２
５
０
人
程

度
▽�
申
込
方
法　

３
月
１
日
㈮
～
２９

日
㈮
に
北
海
道
警
察
採
用
案
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◎�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

帯
広
警
察
署
警
務
課
☎

２５

－

０
１
１
０

◦
１１
月
使
用
分　

１０
月
１
日
㈫

◦
１２
月
使
用
分　

１１
月
１
日
㈮

◦
１
月
使
用
分　

１２
月
２
日
㈪

◦
２
月
使
用
分　

令
和
７
年
１
月

　

６
日
㈪

◦
３
月
使
用
分　

令
和
７
年
２
月

　

３
日
㈪

※�

来
館
で
の
受
け
付
け
は
午
前
９

時
か
ら
、
電
話
で
の
受
け
付
け

は
午
前
１０
時
か
ら
で
す
。

問�

合
先　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
☎
４２

－
６
６
０
０

21 2024.3



音更町役場 〠 ０８０‐０１９８音更町元町２番地 TEL●０１５５‐４２‐２１１１FAX●４２‐２１１７
Ｅメール ● mailbox@town.otofuke.hokkaido.jp　ホームページ ● https://www.town.otofuke.hokkaido.jp/

【
ス
キ
ー
授
業
】

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、

１
・
２
年
生
の
ス
キ
ー
授
業
を

サ
ホ
ロ
ス
キ
ー
場
で
行
い
ま
し

た
。
各
学
年
２
日
（
体
育
１２
時

間
）
を
用
い
、
自
然
環
境
の
中

で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
楽
し
さ
を

覚
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
講
師
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

サ
ホ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
班

も
で
き
、
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な

い
生
徒
が
多
い
で
す
が
、
安
全

に
滑
っ
て
降
り
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
両
学
年
と
も
青
空
の
下
、

広
い
ス
キ
ー
場
で
の
滑
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
音
更
高
校
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

音
更
高
校

音
更
高
校

　
　
だ
よ
り

　
　
だ
よ
り

夢
の
種
第７０回第７０回

▲

�

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
対
決

【
球
技
大
会
＋
（
プ
ラ
ス
）
】

　

１
月
２２
日
、
冬
の
生
徒
会
行

事
と
し
て
今
ま
で
の
体
育
大
会

に
代
わ
り
、
球
技
大
会
＋
（
プ

ラ
ス
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
、

男
女
別
・
混
合
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
対

決
。
体
育
館
は
選
手
と
応
援
の

熱
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

格
技
場
で
は
＋
（
プ
ラ
ス
）

と
し
て
、
オ
セ
ロ
大
会
を
行
い

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
代
表
が
リ
ー

グ
戦
で
対
決
。
こ
ち
ら
は
、
静

か
で
す
が
熱
い
頭
脳
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
学
年
そ
ろ
っ
て
の
最
後
の

生
徒
会
行
事
。
３
年
生
に
と
っ

て
は
、
卒
業
前
の
ク
ラ
ス
で
の

思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

▲

�

オ
セ
ロ
で
白
熱

の
攻
防
を
展
開

令
和
６
年
度
就
学
援
助

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

町
は
、
小
・
中
学
校
に
在
学
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
給
食
費
な
ど

の
負
担
が
困
難
な
人
に
「
就
学
援

助
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
継
続

し
て
来
年
度
の
援
助
を
希
望
す
る

場
合
も
改
め
て
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
対
象
と
な
る
前
年
収
入
の
目
安

◦�

３
人
世
帯
…
４
４
０
万
円
程
度

◦�

４
人
世
帯
…
５
５
０
万
円
程
度

◦�

５
人
世
帯
…
６
０
０
万
円
程
度

※�

金
額
は
目
安
で
す
。
範
囲
内
で

も
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽�

申
込
方
法　

申
請
書
に
必
要
な

書
類
を
添
付
し
、
保
護
者
が
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
教
育
委
員
会
と
木
野

支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
会
場
・
日
時　

◦�

木
野
支
所
（
１
階
臨
時
事
務
室
）

…
２
月
２６
日
㈪
～
３
月
１
日
㈮

◦�

役
場
（
３
階
３
０
４
会
議
室
）

　

…
３
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

※�

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

９
時
～
午
後
５
時
で
す
（
火
曜

日
は
午
後
７
時
ま
で
）。

問�

合
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
学
校
教
育
係
（
内
線
７
６
５
）

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

転
出
届
の
提
出
が
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有

し
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届

（
町
外
へ
の
引
っ
越
し
）
の
提
出

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
用
電
子
証
明
書
搭
載
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
お
持
ち
の
人
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
手
続
き
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、

転
出
手
続
き
で
窓
口
へ
の
来
庁
が

不
要
に
な
り
ま
す
。
電
子
証
明
書

▲

▲
�

白
銀
の
世
界
に
包
ま
れ
た
ゲ
レ

ン
デ
で
滑
走
を
楽
し
み
ま
し
た

臨
時
窓
口
の
開
設
と

窓
口
延
長
の
お
知
ら
せ

　

町
は
、
春
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
の

窓
口
混
雑
緩
和
の
た
め
、
次
の
期

間
に
お
い
て
窓
口
の
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
が
入
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
夜
間
や
休
日
で
も
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明

書
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼

実
施
日
時

日

内
容

受
付
時
間

３
月
２６
日
㈫

～
２９
日
㈮

窓
口
時
間
の
延

長

午
後
７
時

ま
で

３
月
３０
日
㈯

臨
時
窓
口
の
開

設

午
前
９
時

～
正
午
ま

で

▽�

対
象
窓
口　

役
場
町
民
課
町
民

窓
口
係
、
木
野
支
所

▽
取
り
扱
い
業
務　

◦�

住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑

証
明
、
所
得
証
明
な
ど
各
種
証

明
書
の
交
付

◦
印
鑑
登
録

◦�

住
民
異
動
の
届
け
出
（
転
入
、

転
居
、
転
出
な
ど
）

◦�

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
（
出
生
、

死
亡
、
婚
姻
な
ど
）

※�

取
り
扱
い
の
で
き
る
業
務
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
上
記
の
業
務

で
も
、
他
の
部
署
や
関
係
機
関

に
確
認
が
必
要
な
場
合
な
ど
、

内
容
に
よ
っ
て
は
再
度
来
庁
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

役
場
町
民
課
町
民
窓
口

係
（
内
線
５
４
２
）
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

　戸籍法の一部改正により、３月１日㈮から戸籍制度

の一部が次のとおり変更となり、戸籍証明書の取得や

戸籍の届け出（婚姻届や転籍届など）が便利になります。

◆戸籍謄本などの証明書の広域交付

　３月１日㈮から、本籍地が遠くにある人でも、最寄

りの市区町村の窓口において、戸籍謄本などの証明書

を取得できます。ただし、請求できる人や証明書の種

類には制限がありますのでご注意ください。

▽ �広域交付の請求ができる人　戸籍に載っている本人、

配偶者、父母、祖父母、子、孫

※�上記の人が載っていない戸籍（きょうだいの戸籍や

配偶者の父母の戸籍）は広域交付の請求ができませ

ん。

※�代理人請求や第三者請求は広域交付の対象外となり

ます。

▽ �必要な持ち物　請求する本人のマイナンバーカード、

運転免許証、パスポートなどの官公庁発行の写真付

きの身分証明書

▽ �手数料　戸籍証明書…１通４５０円、除籍証明書…　

１通７５０円

◆�戸籍届け出時の戸籍謄本（戸籍全部事項証明書）の

添付省略

　３月１日届け出分から、本籍地ではない市区町村の

窓口に戸籍の届け出を行う場合や、市区町村をまたぐ

転籍届などの届け出を行う場合でも、提出先の市区町

村で本籍地の戸籍を確認できるため、届け書に戸籍謄

本の添付が原則不要となります。

問�合先　役場町民課町民窓口係（内線５４２）

戸籍謄本の取得や戸籍の届け出が便利になります戸籍謄本の取得や戸籍の届け出が便利になります

が
有
効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
人
で
、
引
っ
越
し

（
日
本
国
内
に
限
る
）
を
す
る
人

が
利
用
で
き
、
引
っ
越
し
を
す
る

本
人
の
他
に
、
同
一
世
帯
員
、
ご

自
身
以
外
の
世
帯
員
の
引
っ
越
し

で
も
利
用
可
能
で
す
。

※�

転
入
先
と
な
る
市
区
町
村
の
窓

口
で
、
引
っ
越
し
を
し
て
か
ら

１４
日
以
内
に
転
入
届
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※�

引
っ
越
し
手
続
き
の
詳
細
は
、

次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

役
場
町
民
課
町
民
窓
口

係
（
内
線
５
４
２
）

▲デジタル庁▲�マイナポー
タル

国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
の
申
請
に
つ
い
て

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
学
生
、

農
林
漁
業
者
、
自
営
業
者
、
無
職

の
人
な
ど
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
学
生
の
た
め
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
在
学
中

の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
利
用

で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
対
象
は
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
学
生
（
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
に

在
学
す
る
人
）
で
す
。
役
場
町
民

課
町
民
窓
口
係
ま
た
は
帯
広
年
金

事
務
所
に
在
学
証
明
書
（
原
本
）

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承

認
さ
れ
、
次
年
度
も
在
学
予
定
の

人
に
は
、
３
月
末
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
学
生
納
付
特
例
申
請
書

（
は
が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
す
る
こ
と
で
、
更
新
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
毎
年

４
月
に
そ
の
年
度
（
４
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
）
分
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。
３
月
以
前
に
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問�
合
先　

帯
広
年
金
事
務
所
☎
２１

－

１
５
１
１
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弁
護
士
お
な
や
み
ご
と

相
談

ｉｎ
十
勝

　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
弁
護
士
協

会
は
、
弁
護
士
が
所
在
し
て
い
な

い
管
内
の
町
村
を
順
番
に
弁
護
士

が
赴
き
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
予
約
が

必
要
で
す
。
な
お
、
本
町
の
開
設

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

と　

き　

３
月
１９
日
㈫
、
午
後

１
時

▽
と
こ
ろ　

木
野
コ
ミ
セ
ン

▽
対　

象　

十
勝
管
内
在
住
者

▽
定　

員　

６
人（
先
着
順
）

▽
相
談
時
間　

１
人
３０
分
程
度

▽
料　

金　

無
料

▽�

申
込
方
法　

平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

※�

本
町
だ
け
で
な
く
、
他
町
村
の

建
物
の
解
体
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

　

建
物
の
解
体
工
事
を
行
う
と
き

は
、
事
前
に
給
排
水
設
備
の
撤
去

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
を
せ
ず
に
解
体
工
事
を

行
う
と
水
道
メ
ー
タ
ー
の
破
損
や

し
ん
く
み 

は
ば
た
き

奨
学
金
の
募
集

　

十
勝
信
用
組
合
は
、
町
内
在
住

で
十
勝
管
内
の
高
等
学
校
に
在
学

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
高
校

生
を
対
象
に
、
返
還
不
要
な
奨
学

金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す
の
で
奨
学
金
の
受
給
を
希

望
す
る
人
は
、
次
に
よ
り
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�

給
付
額　

月
額
１
万
円

▽�

給
付
期
間　

１
年
間

▽�

募
集
人
数　

１０
人

▽�

応
募
方
法　

十
勝
信
用
組
合
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

応
募
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
３０

日
㈫

問�
合
先　

十
勝
信
用
組
合
総
務
部

☎
２３

－

１
３
７
５

▲詳細ページ

漏
水
な
ど
の
問
題
が
生
じ
、
そ
の

修
理
に
か
か
る
費
用
は
本
人
ま
た

は
解
体
業
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

建
物
の
解
体
工
事
を
予
定
し
て

い
る
人
は
、
ま
ず
音
更
町
給
排
水

指
定
工
事
事
業
者
に
給
排
水
設
備

の
撤
去
お
よ
び
改
造
に
つ
い
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
撤
去
や
改
造
に
か
か
る

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問�

合
先　

役
場
上
下
水
道
課
給
排

水
係
（
内
線
３
７
５
）

開
設
日
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申�

込
・
問
合
先　

釧
路
弁
護
士
会

帯
広
会
館
☎
６６

－

４
８
７
７

確
定
申
告
・
町
道
民
税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
や
町
道
民
税
の
申
告
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
し
た
内
容
は
、
町
道
民
税

の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
計
算
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
受
け
付
け
る
確
定
申
告
は
、

給
与
・
年
金
所
得
者
の
み
で
す
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
た
め
の
申
告
、
令
和
４
年
以
前

分
の
申
告
は
帯
広
税
務
署
ま
た
は

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
左
記
の
と
お
り
申
告
期
間

に
よ
っ
て
受
付
会
場
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

日
２月１４日㈬

～
３月４日㈪

３月６日㈬

～

３月１５日㈮

場所
木野

コミセン
共栄

コミセン

受付

時間
午前９時～午後４時

（土・日曜日、祝日を除く）

▼�日程表

※�

役
場
と
木
野
支
所
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
細
は
、
広
報
お
と
ふ
け
２
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

♦�

帯
広
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ　

▽�

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間　

３

月
１５
日
㈮
ま
で
の
平
日
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時

※�

入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

（
会
場
で
当
日
配
布
も
し
く
は

国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト

で
事
前
発
行
）
が
必
要
で
す
。

問�

合
先　

所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税
に
つ
い
て
…
帯
広
税
務
署

☎
２４

－

２
１
６
１
、
申
告
や
町

道
民
税
に
つ
い
て
…
役
場
税
務

課
住
民
税
係
（
内
線
５
７
９
）

▲�国税庁ＬＩＮＥ
　公式アカウント
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スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

♦悩みの原因（要因）はさまざまです

　仕事や学業に関する不安やストレス、人間関係、経

済的な不安や健康上の問題など、多くの人が何らかの

ストレスを抱えています。始めは小さなストレスでも、

積み重なるとこころの不調につながることがあります。

悩みや問題を誰にも相談できずに一人で抱え込み、解

決できないまま追い込まれてしまった末に自殺につな

がってしまうこともあります。

♦自分のストレスサインに気づいていますか？

　ストレスが溜まっていたり、悩みやつらいことがあ

ったりすると、こころやからだにさまざまな影響が現

れることがあります。このようなサインはありませんか。

♦ストレスへの対処方法

①自分に合った対処法を持つ（見つける）

　しっかり睡眠を取る、体を動かしてリフレッシュす

る、趣味や好きなことを楽しむ、好きなものを食べる

など、自分なりのストレス解消方法を見つけましょう。

②悩みを一人で抱え込まない

　誰かに話す（聞いてもらう）ことで気持ちが軽くなっ

たり、解決のヒントを得ることができるかもしれませ

ん。誰に相談してよいか分からないときは、専門の相

談窓口を利用してください。

♦�身近な人の心配な様子に気付いたら、まずは声かけ

を

　身近な人の心配な様子（元気がない、眠れていない、

食欲がない、体調不良など）に気付いたら、「元気な

いようだけど、大丈夫？」「何か悩んでる？よかった

ら話してみない？」など、声をかけてみましょう。悩

みやつらい気持ちが話しやすくなるかもしれません

し、話を聞いてもらうだけで「話せてよかった」「聞

いてもらって安心した」とい

う人も多いです。また、どの

ような相談窓口があるか知っ

ておくことは自分のためにも

良いことです。

♦相談窓口

◦�こころの相談専用電話（帯広保健所）☎２１－９１１０

※月～金曜日、午前８時４５分～午後５時

◦�健康相談（音更町保健センター）☎４２－２７１２

※月～金曜日、午前８時４５分～午後５時３０分

◦��北海道いのちの電話

　☎０１１－２３１－４３４３

※２４時間対応

問�合先　保健センター内健康推進課

☎４２－２７１２、℻４２－２７１３

こころ こころ のサイン

◦イライラすることが多くなる

◦悲しくなる、涙が出る

◦気持ちが沈む、やる気が出ない

◦何をするのも面倒になる

からだ からだ のサイン

◦眠れない、倦怠感がある

◦食欲がないまたは食べ過ぎる

◦�頭が痛い、お腹の調子が悪い

◦動悸や息苦しさがある

　町は、携帯電話やパソコンを利用して、スト

レス状況や落ち込み度などのメンタルチェック

が気軽にできるシステム「こころの体温計」を

導入しています。利用は無料です（ただし、通

信料は自己負担となります）。システムの判定は

こころの健康状態をチェックす

るもので、医学的診断ではあり

ません。心身に不調を感じてい

たら、専門機関へご相談くださ

い。
▲�こころの体
温計

「こころの体温計」で気軽に「こころの体温計」で気軽に
チェックしてみましょうチェックしてみましょう

　国は、月別自殺者の多い３月を「自殺対策強化月間」とし、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」　国は、月別自殺者の多い３月を「自殺対策強化月間」とし、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」

の実現に向けた取り組みを行っています。自殺で亡くなる人は減少傾向にありましたが、コロナ禍以降の実現に向けた取り組みを行っています。自殺で亡くなる人は減少傾向にありましたが、コロナ禍以降

再び増加しており、町においても同様の傾向です。再び増加しており、町においても同様の傾向です。

健康問題健康問題 男女問題男女問題

家庭問題家庭問題

経済生活経済生活
問題問題

▲�その他の相
談窓口

こころの悩み一人で抱えていませんかこころの悩み一人で抱えていませんか

勤務問題勤務問題 学校問題学校問題
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昭和６０年１０月３１日に本町と姉妹締結。岩手県の
北端に位置し、面積約２４５平方キロ。人口約８，
１００人。音更開拓の祖、大川宇八郎の出身地。

蒸した豆を形がなくなるまで潰しました

出
来
上
が
る
の
が
楽
し
み

だより

　
み
そ
造
り
教
室
が
１
月
２０
日
に
大
黒
醤
油

株
式
会
社
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
４０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
八
戸
市
か
ら
参
加
し
た
秋
山
千ち

え

こ

恵
子
さ
ん

は
「
み
そ
造
り
に
興
味
が
あ
り
初
め
て
参
加

し
た
。
豆
を
潰
し
て
こ
う
じ
と
混
ぜ
る
作
業

が
大
変
だ
っ
た
が
、
出
来
上
が
る
の
が
楽
し

み
」
と
話
し
ま
し
た
。
み
そ
造
り
教
室
は
、

４
月
ま
で
に
全
４
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

短
大
に
入
学
し
て
、
間
も
な

く
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
高
校
と
大
学
の
大
き

な
違
い
の
一
つ
は
、
時
間
割
を

自
分
で
決
め
、
興
味
分
野
を
追

求
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
。

　

地
域
共
生
学
科
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、
多
彩

な
講
義
が
開
講
さ
れ
て
お
り
、

中
で
も
「
と
か
ち
の
自
然
と
歴

史
」
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

十
勝
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

自
然
と
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら

学
修
し
、
歴
史
・
文
化
・
自
然

の
変
遷
か
ら
、
十
勝
地
方
に
つ

い
て
総
合
的
な
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
講
義
で
し

た
。

　

十
勝
地
方
は
明
治
３０
年
以
降
、

本
州
か
ら
の
人
口
流
入
が
大
き

な
要
因
と
な
り
開
拓
さ
れ
、
現

まちの人口

《１月末現在》

（　　）は前月比

男　20,359人（－29人）

女　２２，545人（－38人）

計　４2，904人（－67人）

世帯数　２０，858世帯

第７１回

と
か
ち
の
歴
史
を
学
ぶ

地
域
共
生
学
科

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

１
年　

田
代　

翔
太
郎

在
で
は
畑
作
・
酪
農
を
基
幹
と

し
た
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
十
勝
地
方
に
現
在
「
当

た
り
前
」
に
あ
る
産
業
・
風

景
・
人
々
の
営
み
な
ど
が
、
歴

史
上
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
て

来
た
の
か
、
講
義
を
通
し
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
図
書
館
司
書
の
資
格

取
得
を
目
指
し
て
短
大
に
入
学

し
ま
し
た
が
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
十
勝
の
歴
史
を
改
め
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。

▲�図書館司書の資格取得を目

指す田代翔太郎さん

役場収納課
収納係

（内線582）

１月２７日から約３週間にわたって、十勝が丘公園ハナック広場で
第３３回おとふけ十勝川白鳥まつり彩凛華®が開催されました。円す
いや球体などのオブジェが音楽に合わせてカラフルな光を放つ「光
と音のファンタジックショー」（表紙の写真）のほか、木に満開の
桜の造花を付けてライトアップした「冬桜」や十勝川温泉を紹介す
る映像（上記写真）を流すなど、多くの来場者を魅了しました。

収納課からの収納課からの
お知らせお知らせ

納税（付）は

安全で便利な

口座振替で
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２
�音更高校卒業式
�確定申告受付（～
４日）

［９：００～］木
�ひなまつり

［１０：００～］柳
�ひなまつり

［１０：００～］き
�大豆丸ごと活用講
座

［１３：００～］ふ

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
�初心者バイオリン

　体験講座（１回目）
［１０：００～］文

�健康相談・栄養相
談

［９：３０～］保
�育児講座～「ココ
ロ貯金」で穏やか
ママに～

［１０：００～］音

�道産小麦でパンづ
くり教室

［９：３０～］ふ
�老人演芸大会

［１０：００～］文
�ＢＣＧ接種

［１３：００～］保

�確定申告受付（～
１５日）

［９：００～］共
�クッキングでおた
のしみ

［１０：００～］き

�おとふけヘルスケ
アポイント参加賞
交換会（～８日・
１１日）

［８：４５～］保

�和気藹々ミニバレ
　ー大会
［９：３０～］サ

�音更ジュニアブラ
スバンド第３２回
定期演奏会

［１４：００～］文

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６
�図書交換会

［�１０：００～］図
�子ども食堂（おと
ふけポッケ）

［１１：３０～］共

�人権・行政・暮ら
しの相談

［１０：００～］総

すくすく相談
［９：３０～］保
�１年間ありがとう
会

［１０：００～］柳
�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵

�おしゃべり会
［１０：００～］き

�中学校卒業式
�すくすくＴＯＵＣＨ

［１０：００～］き
�ビジネスセミナー

［�１５：００～］昭和
商学校Ｐａｌｅｔｔｅ

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
�子ども食堂（おっ
ちゃんこ）

［�１１：００～］柳町
学童保育所
�子ども食堂（いま
いる。プロジェク
ト）

［�１１：３０～］木野
東会館

��もうすぐ入園！プ
チお楽しみ会

［９：００～］す
�健康相談・栄養相
談

［９：３０～］木

�赤ちゃん相談
［９：３０～］保
�３月お誕生日会！

［１０：００～］音
�人権・行政・暮ら
しの相談

［１０：００～］木
�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵
�弁護士おなやみご
と相談ｉｎ十勝

［１３：００～］木

�小学校卒業式（音
更・木野東・柳
町・鈴蘭）
��たまピヨ「おも
ちゃ作り」

［９：００～］す

�小学校卒業式（下
音更・駒場・下士
幌・西中音更・東
士狩・緑陽台）
�離乳食教室

［１３：００～］保

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０
�子ども食堂（ふれ
あい食堂）

［１１：３０～］総

町民法律相談
［１３：３０～］木

�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵

�ＯＯＪＣオープン
カレッジ子ども映
画会

［１４：００～］文

３１
�クラシック＆ポピ

　ュラーコンサート
［１４：００～］文

ロングラン開催イベント

�おとふけ写真クラブ展示会（１２日～２２日）

［１０：００～］図書館

3

27 2024.3

【開催場所・問合先一覧】支木野支所（☎３１‐２１０１）保保健センター（☎４２‐２７１２）生生涯学習センター（☎４２‐４０９９）図図書館（☎３２‐２４２４）文文化センター（☎３１‐５２１５）

ふふれあい交流館（☎４２‐６６００）ササンドームおとふけ（☎４２‐５５７７）アアクリナちゃっぽ（☎３２‐４８４８）柳柳町子育て支援センター（☎３０‐４１５２）

す子育て支援センターすずらん（☎３０‐１８８８）ききの子育て支援センター（☎３０‐２５０１）音音更子育て支援センター（☎４２‐２２７７）駒駒場認定こども園（☎４４‐２４７３）

総総合福祉センター（☎４２‐５５８４）木木野コミセン（☎３０‐８６１０）共共栄コミセン（☎３０‐４７３３）



地域おこし協力隊
進め！

広報おとふけ３月号Ｎо.１０７０（令和６年２月２２日発行）

無料アプリ無料アプリ

広報がスマホで読めますで読めます

▲�Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）

音更町音更町
ＬＩＮＥ公式ＬＩＮＥ公式

　北海道南西沖地震から３１年、阪神・淡路大震災から２９年、東日本大震災から１３年、

そして、胆振東部地震から６年、一瞬で日常を奪ってしまう巨大地震は、年明け早々

に能登半島を襲い、津波、火災、家屋の倒壊などにより甚大な被害が出ています。十

勝に住む私たちは、十勝沖などの海溝型の地震と直下型と呼ばれる活断層帯で発生す

る地震に備えなければなりません。まずは、平時に家具や電化製品などは倒れないよ

う固定をし、揺れがおさまってから、電気火災を予防するためブレーカースイッチを

切ることなど「自助」の意識を高めて命を守る備えにつなげましょう。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
音
更
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
横
山
智
也

で
す
。

　

一
昨
年
の
４
月
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
。
人
前

に
出
た
り
、
指
導
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
実
家
に
い
る
祖
母
を
安

心
さ
せ
る
た
め
に
福
利
厚
生
な
ど

環
境
が
良
い
こ
の
仕
事
を
選
択
し

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
理
由
で
始
め
た
こ
の
仕

事
で
す
が
、
１
年
目
は
や
は
り
人

前
に
出
る
こ
と
や
指
導
す
る
こ
と

に
は
抵
抗
が
あ
り
、
不
安
や
緊
張

で
押
し
潰
さ
れ
そ
う
で
し
た
。
そ

れ
で
も
な
ん
と
か
踏
ん
張
り
１
年

目
は
た
く
さ
ん
経
験
を
積
み
ま
し

た
。

　

２
年
目
は
１
年
目
の
経
験
を
生

か
し
て
仕
事
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
２
年
目
に
な
る
と

気
持
ち
の
面
で
も
変
化
が
あ
り
、

「
不
安
や
緊
張
」
か
ら
「
と
り
あ

え
ず
挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
も
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。
今
で
は
幼
児
の
教
室
や
サ
ッ

カ
ー
部
の
訪
問
指
導
な
ど
の
仕
事

も
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し

た
こ
と
で
経
験
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
身
を
も
っ
て
実
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
経
験
を
積
む
た
め
の

環
境
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
職
場
や

認
定
子
ど
も
園
、
小
中
学
校
な
ど

の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
こ
の
経
験
を
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
還
元
し
、
恩
返
し
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

帰りがけに園児たちがガラス越し

にハイタッチしてくれました

横山智也協力隊員

２年間の活動を振り返って

▲Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
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